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エコロッカとは、エコロジーとボロロッカ（アマゾンでの海の満潮時に水が大きく逆流
する現象）を組み合わせた造語で、自然の循環をイメージして名付けられました。

AirWall
エ ア ・ ウ ォ ー ル

シ ス テ ム 壁 ・ 天 井 仕 上 材

エコロッカ

木材・プラスチック
再生複合材料

木の質感と

優しさを持ちながら、

優れた耐久性・耐候性

を持った外装材。

美観性

耐候性

耐久性

施工性

安全性
寸　法　100（幅）×13（厚）×4000（長さ）mm
重　量　0.79kg／m
カラー

寸　法　160（幅）×13（厚）×4000（長さ）mm
重　量　1.31kg／m
カラー
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AirWall
エ ア ・ ウ ォ ー ル

木の質感を持った素材です。建物の全体または一部の意匠材として、
木肌の持つぬくもりを表現できる素材としてご使用いただけます。

天然木に比べ経年による変色がほとんどおこりませんので、
長期間美観を保ちながら安心してご使用いただけます。

水や湿気に強く優れた耐久性を持った素材です。
腐朽菌も寄せ付けず、腐食やシロアリの食害の心配もありません。

アルミスパンドレル材と同様に取り付けていただけます。

環境を汚染する、塩素イオンや有害な物質（カドミウム・鉛・六価クロム・
ヒ素・水銀・セレン等）は含まれておりません。
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■ エア・ウォールは、同色の製品間で若干の色のバラツキが発生する場合がありますので、予めご了承下さい。
■ 表面仕上げがサンディングの場合は、製品裏面にサンディング方向を示すマーキングが有りますので、必ずご確認下さい。
■ 条件により、エア・ウォールの目地部がわかる場合があります。
■ エア・ウォールの表層膜厚は、押出し条件により一定しない場合がありますが、品質には影響ありません。
■ エア・ウォールの小口は鋭利であり、また切断時にはバリが生じる事がありますので、取り扱いの際は手を傷つけないよう軍手等の保護具を着用して下さい。
素手、素肌等の露出部はケガをする恐れがありますので、素肌はなるべく避けるような服装にして下さい。

■ 施工時におけるエア・ウォールの取り回しは、周りの状況を十分確認してから行って下さい。特に製品寸法が長い場合にはご注意下さい。
■ 無理な体勢での施工は、落下等の原因となりますのでお避け下さい。
■ 製品の上に重い物を置かないで下さい。損傷の原因となります。
■ 製品の保管時は、屋外の湿気をよばない場所に保管して下さい。
■ 製品の保管時は、損傷を与えない場所に枕をかい平積みして下さい。
■ エア・ウォールの表層材は、木材とプラスチックの複合材料です。固いもので叩いたりすると、表層材の割れ、へこみ、傷の原因となります。また、外壁に使用した場合、表
層に含まれる木材から出る成分により、初期段階において、黒色系の雨垂れが発生する場合がありますが、時間の経過とともに、減少しますので、予めご了承ください。

注意事項とお願い！

■ エア・ウォールのアルミベース部は不燃材料（平成12年告示第1400号不燃材料を定める件）ですが、表層部分は、難燃や不燃材ではありませので、関係法令をご確
認ください。（チークおよびウォールナット色は、難燃性能：UL-94V-0基準をクリアしています。）また、エア・ウォール単体では、耐火構造や防火構造には対応出来ま
せんので、構造体にて対応するようにして下さい。

■ エア・ウォールでの防水処理は出来ませんので、前工程にて確実に防水処理を行って下さい。
■ エア・ウォールを目地なしで気温の年変化や日較差が大きな外壁などで使用しますと、熱伸びによる変化の影響により、仕上げ面が均一にならない恐れがありますの
で、使用を避けて下さい。

施工部位別の天井下地材の種類と下地間隔（公共建築工事標準仕様書（建築工事編）による）

施工部位 Ｐ（野縁ピッチ） 野縁 クリップ板厚 野縁受け 野縁受けハンガー板厚
屋内天井 360程度 19形（25×19×0.5） 0.6以上 v38×12×1.2

2.0以上
軒天 特記による 25形（25×25×0.5） 0.8以上 38×12×1.6

●野縁受け、吊ボルト及びインサートの間隔は900mm程度とし、周辺部は端から150mm以内とする。ただし、屋外の場合は特記による。

■ 外壁及び軒天井部等、風圧荷重のかかる所は、下地を含めた強度を確認して下さい。
■ 下地材は製造所により、形状・板厚・寸法が異なりますのでご使用する下地の強度を確認して下さい。
■ 軒天井部の下地材は、特に吹き上げ荷重に留意して設計して下さい。
■ 取付条件により、下地のピッチ等が変わる場合がありますので、強度計算等で確認するようお願いします。
■ エア・ウォール端部のハネ出しは、150ｍｍ以下として下さい。

設計のポイント！

■ 施工は、図面に基づき行ってください。
■ 目地巾は等間隔で施工して下さい。目地巾のバラツキにより色が変わって見える場合があります。
■ エア・ウォール貼り終わりのパネルは、現場寸法に合わせてカットし目地部上面から取り付けビスで確実に固定して下さい。
■ エア・ウォール貼り終わりのパネルは、端部押え材等をはさみ、バタツキを防止して下さい。
■ エア・ウォールを貼り付ける場合には、働き巾で割付けを行い、誤差は目地巾で調整して下さい。事前にエア・ウォール10
本程度を平滑面に並べ、働き巾を確認してから施工しますと確実です。

■ 目地調整は、マイナス目地で調整して下さい。特に外部に使用する時は、プラス目地にしないで下さい。
■ 表面仕上げのがサンディングの場合は、サンディングの方向によって色が変わって見える場合がありますので、サンディン
グ方向を統一して設置して下さい。
（エア・ウォールの切断材を転用する場合は、方向が逆転しないよう、特にご注意ください。）　

■ エア・ウォール下地のレベルが出ていない場合やビスの締め具合等で、エア・ウォール面の平らさが出ていないと、光の反
射等で色ムラに見える場合がありますのでご注意下さい。

■ エア・ウォールは、使用箇所によって、表面に雨染みが発生する場合があります。詳しくは、『製品のお手入れ方法』（別紙）をご確認ください。

施工のポイント！
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　　ご使用･ご利用の前に必ずお読み下さい。！



木の質感と

優しさを持ちながら、

優れた耐久性・耐候性

を持った外装材。

美観性

耐候性

耐久性

施工性

安全性
寸　法　100（幅）×13（厚）×4000（長さ）mm
重　量　0.79kg／m
カラー

寸　法　160（幅）×13（厚）×4000（長さ）mm
重　量　1.31kg／m
カラー
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AirWall
エ ア ・ ウ ォ ー ル

木の質感を持った素材です。建物の全体または一部の意匠材として、
木肌の持つぬくもりを表現できる素材としてご使用いただけます。

天然木に比べ経年による変色がほとんどおこりませんので、
長期間美観を保ちながら安心してご使用いただけます。

水や湿気に強く優れた耐久性を持った素材です。
腐朽菌も寄せ付けず、腐食やシロアリの食害の心配もありません。

アルミスパンドレル材と同様に取り付けていただけます。

環境を汚染する、塩素イオンや有害な物質（カドミウム・鉛・六価クロム・
ヒ素・水銀・セレン等）は含まれておりません。
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■カラーバリエーション

■各部の納まり参考図

下り壁

ブラウン サンディーブラウン グレー チークウォールナットディープグレー
（オプション）

※下地胴縁材は建築工事

ボーダー M-16

下り壁 M-71 後付けボーダー
M-141-142

Hジョイナー M-64

出隅ボーダー M-70 入隅ボーダー M-78

木材・プラスチック再生複合材（再生木）表層仕上 木目調 特殊樹脂仕上材
 （UL94V-0基準クリア）

表層仕上
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※国土交通省建告第1454号による。
※市町村の基準風速を求める場合は、
国土交通省建告第1454号第2表
を参照してください。

基準風速を求めます。ʲද� rج४෩଎ૣݟද（୯Ґɿ̼ �TFD）手順1
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地表面粗度区分を求めます。̡ ද� �r஍ද໘ૈ౓۠෼ද手順2

※詳細は、国土交通省建告第1454号・1458号を参照ください。 ※基準風速は、【表2】基準風速早見表を参照ください。
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設計風圧力を求めます。̡ ද� ෩rѹྗૣݟද（ؒظݱ࠶���೥ɾ։์ܕ）�（୯Ґɿ/ʗᶷ）手順3

ストリンガーの取付ピッチを求めます。
【グラフ1】を使い、手順3 で求めた設計風圧力と曲線の交点が、
求めるストリンガーの最大取付ピッチとなります。

手順4 ストリンガーの固定ピッチを求めます。
手順3 で求めた設計風圧力の曲線と 手順4 で求めたストリンガーピッチの交点が、
求めるストリンガーの最大固定ピッチとなります。　

手順5
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ઃܭ෩ѹ （ྗ/�ᶷ） εトϦンΨー（-���º��º̓ ����45）ϐッチ（NN）

�

���

���

���

����

��� ���� ����

ʲグラϑ̍ �rΤΞɾウォールڧ౓グラϑ ʲグラϑ̎ �rԼ஍ڧ౓グラϑ

�

���

����

����

2000

����

����

����

��� ���

���
�
���
�
���
�
���
�
���
�
���
�
���
�
���
�
���

ઃܭ෩ѹ （ྗ/�ᶷ）

ストリンガー固定ピッチは
最大2000mmとしてください。
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ઃܭ෩ѹ （ྗ/�ᶷ）

ストリンガー固定ピッチは
最大2000mmとしてください。
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ͷ࣍ 手順1 ʙ 手順5 ʹैͬͯɺ֤ औ෇ϐッチͷࢉఆΛͯ͠ ͩ͘ ͍͞ɻ

エア・ウォール 支持スパン早見表 （エア・ウォールΛ֎૷࢖ʹࡐ༻ͨ͠৔߹ͷԼ஍ϐッチɾԼ஍ݻఆϐッチ）




